
MOON-4 夜叉 ４　＜３２＞

みづき海斗

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
－
４
 

夜
叉
 

４
　
＜
３
２
＞

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
２
０
５
Ｎ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
あ
の
夜
』
、
帝
王
　
和
人
は
も
う
一
人
の
帝
王
　
九
桜
を
倒
す
事
が
出
来

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
２
人
を
繋
ぐ
強
い
血
－
－
－
運
命
が
、
ま
た
新
た
な
方
向

へ
動
き
出
す
。

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
－
４
 

夜
叉
 

４
　
第
２
章
第
４
話
で
す
。
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２
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
４
（
前
書
き
）

も
う
８
月
も
終
わ
り
で
す
ね
ー
。
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２
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
４

　
和
人
は
桜
の
攻
撃
の
仕
方
に
疑
問
を
持
ち
始
め
て
い
た
。

　
京
王
デ
パ
ー
ト
か
ら
新
宿
大
通
り
へ
。

　
（
同
じ
だ
。
あ
の
夜
と
。
）

　
そ
う
、
そ
れ
は
九
桜
と
闘
っ
た
時
と
同
じ
攻
撃
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
の
前
で
、
桜
を
追
う
和
人
は
左
手
を
振
り
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
・
・
・
　
・
・
・

　
青
白
い
閃
光
が
桜
の
胸
元
め
が
け
て
夜
の
闇
を
走
る
。

　
桜
は
振
り
返
り
、
両
手
を
広
げ
た
。

　
花
弁
の
嵐
。

　
そ
の
『
壁
』
は
、
和
人
の
一
撃
を
闇
に
消
え
う
せ
さ
せ
た
。

　
そ
れ
を
見
つ
め
、
桜
が
微
笑
む
。

　
「
貴
方
に
私
を
倒
せ
や
し
な
い
わ
。
」

　
「
何
だ
と
。
」

　
和
人
は
目
を
細
め
て
、
桜
を
見
つ
め
た
。

　
桜
は
、

　
「
だ
っ
て
、
貴
方
、
九
桜
を
倒
せ
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
」

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
和
人
の
表
情
に
翳
り
が
走
る
。

　
「
貴
方
な
ん
て
嫌
い
。
」

　
桜
は
右
手
を
上
げ
た
。
「
九
桜
も
秀
も
、
私
が
欲
し
か
っ
た
も
の
全
部
と
っ

ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
。
」

　
紅
の
閃
光
が
和
人
め
が
け
て
走
る
。

　
和
人
は
難
な
く
よ
け
、
桜
の
頭
上
に
舞
い
あ
が
っ
た
。

　
「
ふ
ふ
・
・
・
　
・
・
・
」

　
桜
は
あ
ど
け
な
く
微
笑
み
、
「
思
い
出
し
て
よ
、
あ
の
夜
の
出
来
事
。
」
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「
何
？
」

　
桜
を
追
い
な
が
ら
紀
伊
国
屋
ビ
ル
に
向
か
う
和
人
。

　
「
貴
方
何
故
九
桜
を
倒
せ
な
か
っ
た
か
－
－
－
そ
の
記
憶
を
自
分
で
『
封
印
』

し
て
る
の
よ
。
」

　
「
そ
ん
な
事
な
い
！
」

　
和
人
は
そ
う
叫
び
、
左
手
を
上
げ
る
。

　
同
じ
様
に
、
桜
も
右
手
を
上
げ
た
。

　
（
同
じ
だ
・
・
・
　
・
・
・
）

　
青
白
い
炎
を
放
ち
な
が
ら
、
和
人
は
、

　
（
あ
の
夜
も
こ
こ
で
－
－
－
）

　
和
人
の
閃
光
の
方
が
先
に
桜
へ
辿
り
着
い
た
。

　
一
瞬
、
目
の
前
が
光
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

　
（
そ
う
、
そ
し
て
－
－
－
）

　
和
人
は
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
ソ
ノ
　
ナ
カ
　
カ
ラ
・
・
・
　
・
・
・

　
「
ふ
ふ
・
・
・
　
・
・
・
」

　
桜
が
姿
を
現
し
た
。

　
ビ
リ
ジ
ア
ン
・
ブ
ル
ー
と
金
色
を
混
ぜ
た
色
の
瞳
を
持
っ
て
。

　
「
お
前
は
誰
だ
。
」

　
和
人
は
言
っ
た
。

　
「
私
は
私
よ
。
」

　
「
私
は
私
だ
よ
。
」

　
少
女
の
幼
い
声
と
青
年
の
澄
ん
だ
声
－
－
－

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
（
ま
さ
か
、
九
桜
！
？
）

　
「
や
っ
と
気
付
い
て
く
れ
た
よ
う
ね
。
」

　
和
人
の
表
情
を
見
届
け
、
桜
は
に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
言
っ
た
。

　
そ
し
て
、
両
手
を
広
げ
る
。
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再
び
、
花
弁
が
夜
の
新
宿
に
広
が
る
。

ま
ち

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
ッ

　
と
て
も
少
女
の
も
の
と
は
思
え
な
い
力
で
、
和
人
は
紀
伊
国
屋
の
ビ
ル
の
側

壁
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
。

　
そ
の
時
、
地
上
に
秀
と
裕
希
が
降
り
立
っ
た
。

　
「
和
人
っ
！
」

　
裕
希
が
叫
ぶ
。
そ
し
て
、
そ
の
傍
ら
に
は
夜
叉
の
姿
。

　
「
来
る
な
！
」

　
和
人
は
叫
ん
だ
。

　
「
貴
方
の
大
切
な
人
た
ち
で
し
ょ
？
」

　
「
君
の
大
切
な
人
た
ち
だ
ろ
？
」

　
少
女
と
青
年
の
入
り
混
じ
っ
た
声
。

　
「
和
人
っ
！
」

　
秀
は
地
を
蹴
り
、
彼
の
元
へ
行
こ
う
と
し
た
。

　
が
、

　
「
邪
魔
に
な
る
だ
け
だ
よ
、
秀
。
」

　
行
く
手
を
榊
に
遮
ら
れ
た
。
「
お
前
の
相
手
は
俺
が
す
る
。
」

　
「
ど
う
し
て
逃
げ
な
か
っ
た
ん
だ
！
」

　
秀
は
叫
ん
だ
。
「
桜
の
中
に
は
も
う
一
人
、
誰
か
が
－
－
－
九
桜
が
い
る
。

そ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
精
神
の
状
態
で
九
桜
が
『
復
活
』
し
た
ら
ど
う
す
る
！

桜
は
『
崩
壊
』
す
る
ぞ
！
」

　
「
和
人
を
倒
せ
ば
」

　
榊
は
言
っ
た
。
「
帝
王
の
血
を
受
け
継
が
な
け
れ
ば
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
。
」

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
そ
う
簡
単
に
帝
王
の
血
を
渡
す
と
思
う
か
？
」

　
「
・
・
・
　
・
・
・
相
手
は
九
桜
だ
ぞ
。
」

　
「
だ
か
ら
、
先
に
帝
王
－
－
－
和
人
を
倒
す
の
さ
。
」
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榊
は
身
を
翻
し
た
。

　
「
榊
っ
！
」

　
彼
の
後
を
秀
は
追
っ
た
。

　
「
一
体
、
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」

　
裕
希
は
飛
翔
し
た
榊
と
秀
の
姿
を
見
つ
め
、
「
桜
の
中
に
二
つ
の
『
存
在
』
・

・
・
　
・
・
・
」

　
時
折
放
つ
無
数
の
光
。

　
「
ま
さ
か
。
」

　
『
九
桜
は
桜
の
樹
の
下
に
眠
っ
て
い
る
。
』

　
「
・
・
・
　
・
・
・
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
！
」

　
一
度
だ
け
見
た
夢
。

　
桜
の
花
び
ら
に
埋
も
れ
横
た
わ
る
青
年
と
そ
れ
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
青
年
。

　
『
こ
こ
に
来
る
べ
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
。
』

　
翡
翠
色
の
瞳
の
青
年
－
－
－
和
人
の
台
詞
。

　
「
も
し
か
し
て
」

　
裕
希
は
目
を
見
開
い
た
。
「
俺
が
和
人
の
『
運
命
』
を
変
え
る
？
」

　
だ
と
し
た
ら
。

　
本
当
に
九
桜
が
桜
の
中
に
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
に
和
人
が
気
付
い
て
し
ま
っ

た
ら
・
・
・
　
・
・
・

　
（
和
人
は
九
桜
を
倒
せ
な
い
！
）

　
「
夜
叉
っ
！
」

　
裕
希
は
傍
ら
の
夜
叉
に
向
か
っ
て
、
「
俺
を
和
人
の
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
！
」

　
夜
叉
は
微
笑
み
、

　
「
承
知
。
」

　
「
『
記
憶
』
を
封
印
し
た
よ
う
だ
ね
。
」

　
大
人
び
た
口
調
－
－
－
む
し
ろ
青
年
と
思
え
る
声
で
、
桜
は
和
人
を
壁
に
押
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し
付
け
て
言
っ
た
。

　
「
何
故
、
お
前
が
桜
の
中
に
。
」

　
「
桜
は
私
の
直
系
だ
っ
た
。
し
か
し
、
私
を
愛
す
る
あ
ま
り
、
私
の
近
親
者

を
皆
殺
し
に
し
、
私
の
手
で
『
桜
』
の
樹
の
下
に
封
印
し
た
の
だ
よ
。
」

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
君
は
あ
の
夜
、
私
を
倒
し
き
れ
ず
封
印
さ
れ
て
い
る
桜
の
元
に
私
を
運
ん

で
、
眠
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
お
前
は
秀
を
選
び
、
秀
と
同
じ
位
血
の
強
い
榊
が

エ
ナ
ジ
ー

桜
の
封
印
を
解
い
た
の
さ
。
」

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
君
に
は
ま
た
、
私
を
倒
せ
な
い
。
」

　
そ
の
唇
が
、
桜
の
唇
が
和
人
の
首
筋
を
狙
う
。

　
「
そ
う
は
さ
せ
る
か
！
」

　
「
そ
う
は
さ
せ
な
い
っ
！
」

　
秀
と
裕
希
の
声
が
同
時
に
夜
空
に
響
い
た
。

　
秀
は
榊
を
制
し
、
裕
希
は
夜
叉
の
胸
元
に
抱
か
れ
、
中
空
に
い
た
。

　
「
こ
れ
以
上
、
和
人
を
苦
し
め
る
な
！
」

　
裕
希
は
叫
ん
だ
。

　
振
り
向
く
桜
。

　
榊
の
姿
を
見
つ
け
、

　
「
榊
！
来
て
く
れ
た
の
ね
。
」

　
嬉
し
そ
う
に
微
笑
む
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
度
、
和
人
を
振
り
返
り
、

　
「
貴
方
な
ん
か
い
ら
な
い
。
」

　
そ
の
脇
腹
に
、
右
手
を
の
め
り
込
ま
せ
た
。

　
「
つ
っ
・
・
・
　
・
・
・
」

　
蹲
る
和
人
。
地
上
に
向
か
っ
て
血
が
滴
り
落
ち
る
。

　
「
さ
せ
る
か
っ
！
」

　
和
人
は
顔
を
上
げ
、
左
手
を
振
り
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
・
・
・
　
・
・
・
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青
白
い
閃
光
が
、
桜
の
ド
レ
ス
の
裾
を
焦
が
す
。

　
「
や
っ
た
わ
ね
・
・
・
　
・
・
・
！
」

　
桜
の
表
情
が
変
わ
る
。
「
許
さ
な
い
！
」

　
両
手
を
広
げ
、
桜
の
花
弁
を
巻
き
起
こ
そ
う
と
す
る
。

　
し
か
し
。

　
そ
の
両
手
を
広
げ
た
瞬
間
、
和
人
は
桜
の
胸
に
閃
光
を
放
っ
て
い
た
。

　
「
痛
い
じ
ゃ
な
い
の
！
」

　
桜
は
そ
う
言
い
、
和
人
の
左
手
に
２
本
の
牙
を
立
て
た
。

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
和
人
っ
！
」

　
「
和
人
っ
！
」

　
裕
希
と
秀
が
同
時
に
叫
ぶ
。

　
『
帝
王
を
甦
ら
せ
る
の
は
帝
王
の
血
。
』

　
「
つ
っ
・
・
・
　
・
・
・
」

　
和
人
は
左
手
を
抱
き
し
め
た
。

　
「
和
人
っ
！
」

　
彼
の
元
へ
行
こ
う
と
す
る
秀
の
背
中
へ
榊
の
長
く
鋭
く
尖
っ
た
爪
が
立
て
ら

れ
た
。

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
お
前
を
行
か
せ
や
し
な
い
。
」

　
闇
に
、
榊
の
声
が
響
き
渡
っ
た
。

　
そ
の
ま
ま
榊
は
宙
を
蹴
り
、
桜
と
和
人
の
元
へ
と
向
か
っ
た
。

　
「
何
と
か
し
な
き
ゃ
！
」

　
裕
希
は
夜
叉
に
、
「
も
っ
と
近
く
へ
飛
ん
で
、
夜
叉
！
」

　
「
承
知
。
」

　
夜
叉
は
裕
希
を
連
れ
て
、
光
の
中
心
部
へ
と
向
か
っ
た
。
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２
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
４
（
後
書
き
）

い
よ
い
よ
、
本
当
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

MOON-4 夜叉 ４　＜３２＞

2010年10月9日13時02分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4205n/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4205n/

